
掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市 LINE 公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINE アカウントID →＠ yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！

　1月15 日㈯、毎週土曜日に行われる土
曜クラブ（子ども食堂と学習支援）で、
子どもたちに「餃子の王将」の弁当が配
られました。これは、㈱王将フードサー
ビスが、冬休み中の子どもたちを、食を
通して応援したいと企画したもので、50 個のお弁当
が土曜クラブと関係団体に無料で提供されました。
　子どもたちは「初めて王将が食べられて嬉しい」、「餃
子が大きくておいしかった」と感激の様子でした。

大きくておいしい餃
ぎょうざ

子に舌鼓！

土曜クラブ
facebook

　
初
戦
で
35
年
連
続
36

回
出
場
の
強
豪
、
國
學
院

栃
木
を
２
―
０
で
下
し
て

勢
い
に
乗
る
と
、
続
く
秋

田
北
、
奈
良
文
化
を
破
り

ベ
ス
ト
８
に
進
出
。
準
々

決
勝
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優

勝
の
強
豪
、
下
北
沢
成
徳

（
東
京
都
）
に
敗
れ
た
も

の
の
、
初
出
場
な
が
ら
素

晴
ら
し
い
成
績
を
残
し
ま

し
た
。

　
報
告
を
受
け
た
三
田

村
市
長
は
「
初
出
場
な

が
ら
堂
々
と
戦
い
、
地
域
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
見
事
な
戦
い
ぶ
り

に
感
動
し
ま
し
た
」
と
結
果
を
た
た
え
ま
し
た
。
楢
原

萌
々
華
主
将
は
「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
応
援
や
激
励

を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
苦
し
い
場
面
で
も
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
、『
全
員
バ
レ
ー
』で
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
全
国
強
豪
校
と
な
る
と
い
う
目
標
は
後
輩
た
ち
に

託
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲結果を報告する
楢原萌々華主将

　
１
月
５
日
㈬
か
ら
東
京
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
第
74
回
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手
権
大
会
（
通
称
＝
春
高
バ

レ
ー
）
に
出
場
し
た
八
女
学
院
高
等
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
、
八
女
学
旋
風
と
も
い
え
る
快
進
撃
を
続
け
、
見
事
に

初
出
場
で
ベ
ス
ト
８
進
出
と
い
う
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　
１
月
20
日
㈭
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
選
手
14
人
と
学
校
関
係
者
が
市
役
所

を
訪
問
し
、
三
田
村
市
長
に
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

■八女学院高等学校の戦績
スコア 対戦相手

１回戦 八女学院 ２－０ 國學院栃木（栃木県）
２回戦 〃 ２－１ 秋田北（秋田県）
３回戦 〃 ２－０ 奈良文化（奈良県）

準々決勝 〃 ０－２ 下北沢成徳（東京都）

感染症対策を行い、撮影時のみマスクを外しています。

八
女
学
院
高
等
学
校

「
春
高
バ
レ
ー
」初
出
場
で
ベ
ス
ト
８

2022
令和4年
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緊
急
支
援
策
の
申
請
期
限
が

迫
っ
て
い
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

⃝

概
要
＝
令
和
3
年
4
月
1
日
～
令

和
4
年
2
月
28
日
の
間
に「
新
し
い
生

活
様
式
」ま
た
は
業
種
ご
と
の「
感
染

予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
該
当
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
市
内
事
業
所
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
令
和
4
年
2
月
28
日
ま
で
に
支
払
い
が
終
了
し

た
経
費
に
限
り
ま
す
）

《
活
用
事
例
》

①
換
気
扇
、
エ
ア
コ
ン
、
間
仕
切
り
壁
の
設
置
や

改
修
等

②
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
非
接
触
型
検
温
器
、
空
気

清
浄
機
の
購
入
等

⃝

交
付
額
＝
１
事
業
者
に
つ
き
上
限
10
万
円
（
対

象
経
費
の
３
分
の
２
、１
回
限
り
）

⃝

概
要
＝
市
内
に
事
業
所
を
有
し
、「
国

の
月
次
支
援
金
ま
た
は
福
岡
県
中
小

企
業
者
等
月
次
支
援
金
（
い
ず
れ
も

①
新
し
い
生
活
様
式
対
応
事
業
導
入
助
成
金

　

接
種
可
能
な
時
期
が
近
づ
い
た
人
か

ら
順
次
発
送
し
て
い
ま
す
。
発
送
時
期

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
今
後
の
予
定

は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

１
・
２
回
目
に
接
種
し
た
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
に
関
わ
ら
ず
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

ま
た
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク
チ

接
種
券
の
送
付
に
つ
い
て

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

３
回
目
接
種
の
お
知
ら
せ

会場 電話番号 開設時間
（平日のみ）

ゆめタウン八女
（２階）

23・1201
※市役所健康推進課

につながります

9:00
～

17:00

黒木支所 42・1463

8:30
～

17:15

立花支所 23・4933
上陽支所 54・2218
矢部支所 24・9142
星野支所 52・3113

ン
を
使
用
し
ま
す
。

　

国
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
に
よ
り
、

２
月
27
日
ま
で
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ

社
ワ
ク
チ
ン
の
み
の
接
種
と
な
り
ま
す

が
、
２
月
28
日
以
降
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
の
ワ
ク
チ
ン
も
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
る
予
定
で
す
。
最
新
情
報
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

１
月
24
日
か
ら
ゆ
め
タ
ウ
ン
八
女
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
支
援
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
が
ら
な
い
」「
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
の
方

法
が
わ
か
ら
な
い
」
等
、
ご
自
身
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
予
約
に
不
安
が
あ
る
人

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
に

困
っ
て
い
る
人
へ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
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②
事
業
継
続
応
援
金

◦
対
象
者
＝
市
内
事
業
者

◦
申
請
期
限
＝
３
月
15
日
㈫

◦
対
象
者
＝
市
内
事
業
者

◦
申
請
期
限
＝
３
月
15
日
㈫

　

令
和
３
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
緊
急
支
援
策
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

2 回目接種日
発送日 予約

開始日65 歳以上 64 歳以下
令和3年　
　7月11日～
　7月19日

令和3年　
6月8日～

　6月14日
2月3日㈭ 2月18日㈮

令和3年　
　7月20日～
　7月26日

令和3年　
　6月15日～
　6月21日

2月10日㈭ 2月25日㈮

令和3年　
　7月27日～
　7月31日

令和3年　
　6月22日～
　6月30日

2月17日㈭ 3月2日㈬

ン
な
ど
の
操
作
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
等
の
理

由
で
予
約
が
で
き
ず
困
っ
て
い
る
人
へ

は
、予
約
完
了
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
支
援
窓
口
は
右
表
の
と
お
り

で
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
で
な
く
て
も

利
用
で
き
ま
す
。

予
約
支
援
窓
口
に
つ
い
て

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
3
回
目
接
種
の
優
先
接
種

　

２
回
目
接
種
か
ら
６
か
月
以
上
経

過
し
た
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
、

３
回
目
接
種
を
希
望
す
る
人
へ
、
キ
ャ

ン
セ
ル
枠
や
余
っ
た
予
約
枠
を
提
供
し

ま
す
。

■
対
象
者
＝
子
ど
も
や
高
齢
者
に
業

務
上
接
触
す
る
機
会
が
多
い
人
や
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
の
影
響
が

大
き
い
施
設
等
の
職
員

⃝

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
童
保
育
所

⃝

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
、
特
別

支
援
学
校
、
高
校

⃝

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

⃝

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
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申
請
受
付
は
終
了
）」
の
給
付
決
定
を
令
和
4
年

2
月
28
日
ま
で
に
受
け
て
い
る
事
業
者
に
応
援
金

を
交
付
し
ま
す
。

⃝

交
付
額
＝
１
事
業
者
に
つ
き
10
万
円
（
１
回
限

り
）

　

詳
し
い
要
件
や
手
続
き
方
法
等
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
（
①
・
②
共
通
）
＝
商
工
振

興
課
商
工
振
興
係
（
☎
２
４・
９
１
７
７
／
☎

２
３・１
１
８
９
）

⃝

概
要
＝
妊
産
婦
一
人
に
つ
き
５
万
円

（
一
回
の
妊
娠
に
つ
き
、
受
給
で
き
る

応
援
金
は
１
回
と
な
り
ま
す
）

⃝

支
給
対
象
者
＝
次
の
①
②
の
両
方
に
該
当
す
る

人①
令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で
の
期
間
に
母
子
健
康
手
帳
を
保
有
し
て
い
る

妊
婦
（
当
該
期
間
中
に
既
に
出
産
し
た
人
も
含
み

ま
す
）。

②
妊
産
婦
応
援
金
の
申
請
日
現
在
に
お
い
て
、
八

女
市
民
（
住
民
登
録
が
八
女
市
）
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
申
請
日
に
お
い
て
す
で
に
出
産
し
た
人

は
、
出
産
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
八
女
市
民
（
住

民
登
録
が
八
女
市
で
あ
る
）
で
あ
る
こ
と
。

※
流
産
ま
た
は
死
産
の
場
合
は
、「
出
産
」
を
「
流

産
」
ま
た
は
「
死
産
」
と
読
み
替
え
ま
す
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
未
来
係

（
☎
２
４・８
８
１
４
／
☎
２
４・８
２
８
２
）

③
妊
産
婦
応
援
金
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◦
対
象
者
＝
妊
産
婦

◦
申
請
期
限
＝
３
月
31
日
㈭

⃝
児
童
養
護
施
設

⃝
柔
道
整
復
施
術
所

⃝
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
り
き
ゅ
う
施
術
所

⃝

塵じ
ん
か
い芥

収
集
・
処
理
業
者

⃝

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

⃝

消
防
団
員

⃝

行
政
区
長

⃝

民
生
委
員
児
童
委
員

⃝

不
特
定
多
数
の
住
民
と
接
触
す
る

公
務
員

※
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
他
市
町

村
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
場
合
で
も
、

急
遽
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
対
応
可
能
な
場

合
は
対
象
と
し
ま
す
。

※
市
外
に
住
民
票
が
あ
り
、
八
女
市
内

に
勤
務
す
る
人
は
対
象
と
し
ま
す
。

①
接
種
希
望
の
登
録
＝
接

種
を
希
望
す
る
２
回
目
接
種

か
ら
６
か
月
以
上
経
過
し
た

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
受
け
付

け
は
行
い
ま
せ
ん
。

②
接
種
券
の
発
送
＝
市
内
に
住
民
票

が
あ
る
人
で
３
回
目
接
種
券
が
ま
だ
届

い
て
い
な
い
人
に
対
し
て
は
、
市
か
ら

３
回
目
接
種
券
を
発
送
し
ま
す
。

　

市
外
に
住
民
票
が
あ
る
人
で
３
回

目
接
種
券
を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

居
住
地
の
市
区
町
村
に
対
し
て
接
種

券
発
送
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

③
予
約
枠
の
案
内
＝
キ
ャ
ン
セ
ル
や
予

約
枠
に
余
り
が
生
じ
た
際
、
希
望
登
録

が
早
か
っ
た
人
か
ら
順
に
連
絡
し
ま
す
。

電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、
次
の

登
録
者
に
連
絡
し
ま
す
。

④
接
種
会
場
で
接
種
＝
接
種
券
や
本

人
確
認
書
類
を
持
参
の
上
、
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク

チ
ン
ま
た
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク

チ
ン
で
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル
枠
や
余
っ
た
予

約
枠
の
状
況
に
よ
り
異
な
る
た
め
ワ
ク

チ
ン
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

登
録
し
て
も
必
ず
接
種
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
登
録
申
し
込
み
が
ワ
ク
チ
ン

接
種
予
約
の
完
了
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

通
常
の
接
種
時
期
と
な
る
、
65
歳

以
上
の
人
は
２
回
目
接
種
か
ら
６
か
月

（
令
和
４
年
２
月
は
７
か
月
）、
64
歳
以

下
の
人
は
７
か
月
（
令
和
４
年
２
月
は

８
か
月
）
経
過
後
は
、
一
般
の
予
約
が

で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
か
Ｗ
ｅ
ｂ
で
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係
（
☎

２
３・１
２
０
１
）

▼「
八
女
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
」ペ
ー
ジ
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド

接
種
ま
で
の
流
れ

感染予防対策の継続をお願いします
「３つの密（密集・密接・密閉）」の回避

マスクの着用
石けんによる手洗い

手指消毒用アルコールによる消毒の励行

新型コロナウイルスワクチンQ＆A

副反応症状が出たときの対応
◦発熱や痛み＝市販の解熱鎮痛薬

（アセトアミノフェンや非ステロイド
性抗炎症薬※イブプロフェンやロキ
ソプロフェン等 )で対応できます。
　妊娠・授乳中の人、胃潰瘍・腎機
能障害・喘息などの持病のある人は、
薬剤師や医師にご相談ください。
◦かゆみや発赤＝ かゆい場合は冷
やしたり、抗ヒスタミン剤やステロイ
ドの外用薬 ( 軟膏等 )を塗ると、 症
状が軽くなります。こうした成分は、 
市販の虫刺されの薬などにも含まれ
ています。
※ 症状が重い場合や長引く場合は、
医療機関等への受診または下記相談
ダイヤルへご相談ください。
◦福岡県新型コロナウイルスワクチ
ン専用ダイヤル＝接種後の副反応な
ど医学的な知見が必要となる専門的
な相談
☎ 0570・072・972（ナビダイヤル）
受付時間＝24 時間（平日・土日・祝日）
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健 康 コ ラ ム
3月の健康だより介護長寿課（☎ 24・9466）

♥

フレイルってなに？
　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
加
齢
に
伴
い
体
や

心
の
は
た
ら
き
、
社
会
的
な
つ
な
が
り

が
弱
く
な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
健

康
と
要
介
護
の
中
間
に
位
置
し
、
放
っ

て
お
く
と
要
介
護
に
つ
な
が
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
で
元
気
に
長
生
き
す
る
た
め

に
は
、
こ
の
フ
レ
イ
ル
を
い
か
に
防
ぐ

か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

①
運
動

②
栄
養「
し
っ
か
り
噛
ん
で
、
し
っ
か

り
食
べ
る
こ
と
」

③
社
会
参
加「
趣
味・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

就
労
な
ど
」

　

フ
レ
イ
ル
発
症
に
は「
体
・
心
の
問

題
」「
栄
養・
口こ
う
く
う腔

の
問
題
」「
社
会
的

問
題
」
な
ど
の
多
面
的
な
要
素
が
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
要
素
は
互

い
に
影
響
し
合
っ
て
フ
レ
イ
ル
を
加
速

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
急
に
進
行
す
る
の
で
は

な
く
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
悪

化
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
早
期
に

発
見
し
日
常
生
活
を
見
直
す
な
ど
正

し
く
対
処
を
す
れ
ば
、
進
行
を
抑
制

し
た
り
健
康
な
状
態
に
戻
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
さ
な
衰
え
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

元
気
な
う
ち
か
ら「
運
動
」「
栄
養（
食

事・
口
腔
）」「
社
会
参
加
」
の
３
つ
の

対
策
を
一
体
と
し
て
日
常
生
活
に
取
り

入
れ
る
、
こ
れ
が
フ
レ
イ
ル
を
防
ぎ
介

護
リ
ス
ク
を
遠
ざ
け
る
秘
訣
で
す
。

①
運
動

　

運
動
が
大
切
だ
と
は
言
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
い
う
運
動
は
走
っ
た
り
、
体
操

し
た
り
す
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
い
つ
も
の
家
事
や
農
作
業
、
階
段

の
上
り
下
り
な
ど
の
日
常
動
作
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

筋
肉
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
運
動
が
苦
手
、

忙
し
く
て
時
間
が
な
い
」
と
い
う
人
も

日
常
生
活
に
10
分
で
も
体
を
動
か
す

時
間
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
栄
養「
し
っ
か
り
噛
ん
で
、
し
っ
か

り
食
べ
る
こ
と
」

　
「
か
た
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
た
、
よ
く
む
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

食
欲
が
減
り
痩
せ
て
き
た
」
そ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

高
齢
に
な
る
と
持
病
の
悪
化
予
防

に
加
え
、バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
し
っ

か
り
食
べ
る
こ
と
を
心
が
け
て
痩
せ
す

ぎ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
口
の
機
能
は「
し
っ
か
り
噛
む
」「
た

く
さ
ん
話
す
」
な
ど
私
た
ち
が
生
き
て

い
く
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
食
べ
も
の
を
噛
む
力
や
飲
み
込

む
力
は
年
を
と
る
に
連
れ
て
低
下
し

ま
す
。
歯
が
弱
い
か
ら
と
柔
ら
か
い
も

の
ば
か
り
食
べ
て
い
る
と
、
噛
む
機
能

（
あ
ご
の
力
）
ま
で
も
低
下
し
て
、
よ

り
一
層
か
た
い
も
の
が
噛
め
な
く
な
る

と
い
っ
た
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、「
噛
め
る
人
」
と「
噛
め
な

い
人
」
を
比
べ
る
と
、
栄
養
状
態
に
大

き
な
違
い
が
出
て
き
ま
す
。

　

歯
周
病
が
あ
る
、
入
れ
歯
が
合
っ
て

い
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い

る
人
は
早
期
に
歯
科
を
受
診
し
、
積

極
的
に
口
腔
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

③
社
会
参
加「
趣
味・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

就
労
な
ど
」

　

近
年
の
研
究
で
、
運
動
習
慣
よ
り

人
と
の
つ
な
が
り
の
有
無
の
方
が
フ
レ

イ
ル
発
症
に
深
く
関
わ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。社
会
参
加
は
運
動
、

栄
養
な
ど
全
て
を
含
む
重
要
な
活
動

で
す
。

　

社
会
参
加
と
い
っ
て
も
大
げ
さ
に
と

ら
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
買
い

物
に
行
く
」「
友
達
と
趣
味
を
楽
し
む
」

「
仕
事
を
続
け
る
」
な
ど
も
十
分
な
社

会
参
加
で
す
。
目
的
は
さ
さ
い
な
こ
と

で
い
い
の
で
、
外
に
出
か
け
る
だ
け
で

も
運
動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
３
本
柱

医師が解説！
寝たきりにならないためのポイント

地域介護予防講演会開催のお知らせ

～フレイル予防に取り組み健康寿命を延ばそう～

◦日時＝ 3 月16日㈬ 10 時～ 11時
◦講師＝医療法人社団慶仁会  川﨑病院
　　　院長　白濵 正博 氏（整形外科専門医）
　　　同院理学療法士　松山 裕 氏
◦対象＝介護予防、フレイル予防に興味のある人
◦申込開始日＝ 2 月15日㈫  
◦会場／申込・問い合わせ／定員＝下表のとおり

※動画配信で社会福祉協議会各支所
　でも受講できます。QR コードから
　も参加申し込みができます。

会場 電話番号 定員
社会福祉協議会 本所 23・0294 30 人

〃　　黒木支所 42・2131 25 人
〃　　立花支所 37・0036 15 人
〃　　上陽支所 54・3629 15 人
〃　　矢部支所 47・3123 10 人
〃　　星野支所 52・3165 25 人
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　住民の皆さんの健やかな毎日のために、健康
相談を行っています。保健師(保)や管理栄養士
(栄)が健康に関するいろいろな相談に応じます。
予約優先。ご希望の人は、電話で予約を受け
ています。
◦3月7日㈪  10時～ 11時
　多世代交流館共生の森 （保・栄）
◦3月10日㈭  14時～ 15時  矢部支所 （保）
◦3月11日㈮  10時～ 11時  星野支所 （栄）
◦3月17日㈭  10時～ 11時  上陽支所（保）
◦3月25日㈮  10時～ 11時  黒木支所 （保）
◦3月28日㈪　10時～ 11時
　立花市民センター （保）

健康相談 

　心理士による個別相談です。対象者は市
内在住で、こころに悩みがある人です。気軽
にご相談ください。
◦日時＝3月16日㈬ 
　13:30～15:30受け付け
◦会場＝図書館本館 2階研修室

心理士によるこころの相談【要予約】

３
月
の
各
種
相
談
・
健
診
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

３
月
の
各
種
相
談
・
健
診
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

健康インフォメーション ★問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎23・1352）

あなたの地域の

けんちんそば
【作り方】
① 干し椎茸は水につけ戻し、軸を除き 5㎜幅の細切り、ニ
ンジンとサトイモは 5㎜厚さの半月切り、ゴボウとダイコン
は 5㎜厚さのいちょう切り、油揚げは 2㎝長さの短冊切り、
こんにゃくは 2㎝角の薄切り（ゆでておく）、ネギは小口切り
にする。
② 鍋にAを入れて煮立たせ、ネギ以外の野菜を入れ、野
菜が柔らかくなるまで煮る。
③ 別の鍋に湯を沸かし、そばをゆで、冷水にとって洗い、
水気を切る。
④ ③のそばを再び熱湯にくぐらせて温め、湯を切って器に
入れ、熱い②を注ぎ、ネギとのりをのせる。
※塩分を控えるため、汁はできるだけ残しましょう。

【材料】5人分
そば(乾)…200g、干し椎茸…小5枚、ニンジン…60ｇ、
サトイモ…100g、ダイコン…100g、ゴボウ…60g、油
揚げ…40g、こんにゃく…100g、ネギ…30g、A【醤
油…大さじ4、みりん…大さじ2、だし汁…1400㎖】、
焼きのり（細切り）…全形2枚

八女はおいしい

エネルギー
タンパク質
脂質
食物繊維
食塩相当量

251kcal
11.6g
5.3g
6.1g
3.0g

1人分あたりの栄養価

～ ふるさとの恵み ～

　八女市食生活改善
推進会の福岡県産のり
を使用したレシピです。
麺類に野菜やタンパク
質食品を加えることで、
一品でも栄養のバラン
スが良くなります。

生活習慣病予防教室（糖尿病予防）
　八女市在住の 20 歳～ 74
歳の人で HbA1c（過去１～ 2
か月の平均的な血糖値）が6.5
～6.9 の人を対象にした教室
を行います。
◦日時＝ 2 月 24 日㈭
　　　　10 時～ 12 時
　※受付・健康チェック＝ 9時30分～ 9時50 分
◦場所＝かがやき会議室（立花）　◦参加費＝無料
◦定員＝15 人程度（要申込）
◦持ってくる物＝特定健診結果、筆記用具、八女市
健康ポイントカード
◦内容＝血圧測定など健康チェック、市保健師、管
理栄養士による糖尿病予防と食事についての話。当
日は、参加者が普段食べている食事量のチェックなど
も行います。
◦申込期間＝参加を希望する人は、２月18 日㈮まで
に、電話で申し込みください。
◦申込・問い合わせ＝健康推進課（☎ 23・1352）

八女市健康ポイント対象事業

クックパッドので、過去に紹介した「八女はおいし
い」のメニューを紹介しています。ご活用ください。

毎日の食卓に野菜料理を一品プラス。
野菜を 1日 350g 以上食べましょう。

自
然
災
害
や
感
染
症
拡
大
の
状
況
で
、変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

広報八女　2022.2.155
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日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
下

記
の
人
は
、
左
表
の
1
期
・
2
期
の
接
種
が

終
わ
っ
て
い
な
い
場
合
、
当
面
の
間
の
特
例

措
置
と
し
て
表
中
「
残
り
の
接
種
回
数
」
が

公
費
で
接
種
で
き
ま
す
。

《
無
料
で
接
種
で
き
る
人
》

平
成
19
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
20
歳
未
満
の
人

《
積
極
的
接
種
勧
奨
対
象
者
》

18
歳
（
平
成
15
年
4
月
2
日
～
平
成
16

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）
で
2
期
1
回
が

未
接
種
の
人 

※
対
象
者
に
は
令
和
3
年

4
月
末
に
個
別
通
知
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
等
で
接
種
履
歴
を
確

認
し
、
ま
だ
1
期
の
1
回
目
、
2
回
目

の
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
早
め
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
母
子
健

康
手
帳
等
で
履
歴
が
分
か
ら
な
い
人
は
、

健
康
推
進
課
で
接
種
履
歴
表
発
行
の
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

《
接
種
場
所
》

県
内
の
医
療
機
関

※
一
部
実
施
し
て
い
な
い
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
の
で
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
等
で
、
予

約
の
際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

《
接
種
費
用
》

無
料

《
必
要
な
も
の
》

母
子
健
康
手
帳
・
健
康
保
険
証
な
ど
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
・
予
診
票

※
予
診
票
は
市
お
よ
び
実
施
医
療
機
関

に
置
い
て
い
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
》

健
康
推
進
課
保
健
指
導
係

（
☎
２
３・１
３
５
２
）

これまでの
接種回数

残りの
接種回数 接種の間隔

1 期

0 回 3 回 初回接種後 6 ～ 28日の間隔を置いて2回目を接種
2回目終了後、11～13 か月後に3回目を接種

1 回 2 回 6日以上の間隔を置いて 2 回接種

2 回 1 回 2 回目接種後 6日以上の間隔を置いて接種（可能な限り、2 回
目接種終了後、11～ 13 か月の間隔を置いて接種）

2 期 0 回 1 回

9 歳以上で 1回
（1期終了後、6日以上の間隔を置いて接種）
※ 1 期との間隔はおおむね 5 年以上の間隔を置いて接種する
ことが望ましい。

■日本脳炎ワクチン接種のスケジュール

1
期
1
・
2
回
目
を
未
接
種
の
人
は
お
早
め
に

令
和
３
年
度 

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
特
例
対
象
者

15歳～
20歳未満
の人へ

2 月
中旬
から

市ＨＰ

　

新
庁
舎
建
設
工
事
の

本
体
工
事
の
開
始
に
伴

い
、
2
月
中
旬
以
降
、

本
庁
舎
駐
車
場
出
入
口

と
駐
車
場
の
範
囲
を
下

図
の
よ
う
に
変
更
し
ま

す
。
本
庁
舎
東
側
駐
車

場
・
お
り
な
す
八
女
北

側
駐
車
場
は
利
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
駐
車
場
の

出
入
口
や
範
囲
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
新
庁
舎

建
設
課
（
☎
２
４
・
８
０

９
１
）

市
役
所
本
庁
駐
車
場
の
出
入
口
が
変
わ
り
ま
す

市役所本庁舎
（南庁舎）

（北庁舎）

新庁舎建設工事範囲

車両出入口
（北側のみ）

おりなす八女交流棟

おりなす八女
研修棟

社会福祉会館

思いやり駐車場

大正町交差点
県道4号線（旧国道442号線）

歩行者通路

歩
行
者
通
路

工事車両専用出入口▲：工事期間中の来庁者出入口

工
事
車
両
専
用
出
入
口

清水町交差点

（7台）

北側駐車場
（約 70 台）

　広報八女 2 月1日号に掲載
しました、４月３日㈰の「第
38 回八女・桜まつり健康マ
ラソン大会」は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止のた
め、中止することとなりました。
　感染防止対策を講じた上で
の開催に向け準備を進めてい
ましたが、感染の急拡大が続
く中、安全・安心が確保でき
ないと判断し、中止を決定し
ました。楽しみにしていた皆
さんには、大変申し訳ありま
せんが、ご理解いただきます
ようお願いします。
◦問い合わせ＝八女・桜まつ
り健康マラソン大会事務局（矢
部支所まちづくり推進係内／
☎ 47・3111）

《4/3》八女･桜まつり
健康マラソン大会の
中止について

現場
事務所

駐輪場

駐
輪
場

大正町駐車場（約80台）

（
47
台
）

八
女
公
園
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女
性
が
社
会
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ
う

「
女
性
人
材
リ
ス
ト
」
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参

画
、
人
権
、
法
律
、
行
政
、

ま
ち
づ
く
り
、
教
育
、
環
境
、

福
祉
、
商
工
業
、
文
化
、
芸

術
な
ど
の
分
野
で
、
講
師
や

審
議
会
の
委
員
を
し
た
り
、

セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
に
参
加

し
て
勉
強
し
た
り
、
活
躍
の

幅
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。

◦
登
録
で
き
る
人
＝
八
女
市

在
住
か
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
人

◦
登
録
の
方
法
＝
「
八
女
市

女
性
リ
ス
ト
登
録
票
」
に
必

要
事
項
を
書
い
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
登
録
票
は
、
本

庁
人
権
・
同
和
政
策
・
男
女

共
同
参
画
推
進
課
ま
た
は
各

支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
に

準
備
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

＝
人
権
・
同
和
政
策
・
男
女

共
同
参
画
推
進
課
男
女
共
同

参
画
推
進
係
（
☎
２
３
・
１

３
１
４
）

「
女
性
人
材
リ
ス
ト
」

に
登
録
し
ま
せ
ん
か

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

【忠見地区】
◦日時＝3月7日㈪
10:00 ～ 11:30、 12:30 ～ 15:30
◦場所＝株式会社 熊谷光玉園

   

就
労
等
の
た
め
、
夜
間
に
人
工
透
析
を
受
け

て
い
る
腎
臓
疾
患
患
者
に
対
し
て
、
令
和
3

年
10
月
～
令
和
4
年
３
月
の
通
院
に
伴
う
交

通
費
の
一
部
（
月
額
２
千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

◦
対
象
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
こ

と
。

①
夜
間（
17
時
以
降
）
に
人
工
透
析
を
１
か
月

間
に
５
回
以
上
受
け
て
い
る
こ
と
。

②
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
。

③
通
院
距
離
（
自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の

距
離
）
ま
た
は
通
院
費
用
が
次
の
ア
か
ら
ウ

ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

も
っ
ぱ
ら
自
家
用
車
を
使
用
し
て
い
る
人
で
ア

に
該
当
し
な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
公
共
交
通
機

関
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
通
院
費
用
が
２

千
円
以
上
負
担
し
た
月
が
あ
る
場
合
、
該
当

月
に
つ
い
て
は
、
イ
ま
た
は
ウ
に
該
当
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

ア
自
家
用
車
使
用
の
場
合
…
通
院
距
離
が
片

道
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

イ
公
共
交
通
機
関
使
用
の
場
合
…
１
か
月
２

千
円
以
上
の
運
賃
の
負
担
を
し
た
こ
と
。

ウ
タ
ク
シ
ー
使
用
の
場
合
…
領
収
書
に
基
づ

き
１
か
月
２
千
円
以
上
の
負
担
を
し
た
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

※
令
和
4
年
3
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◦
申
請
窓
口
＝
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係
（
☎

２
３
・
１
３
３
５
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
２
２
・
６
９
７
１
）

　

感
染
症
等
で
、
手
話
通
訳
者
の
同
行
派

遣
が
難
し
い
場
合
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用

し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
＝
八
女
市
内
に
居
住
し
、
聴
覚

障
が
い
者
等
の
手
話
通
訳
を
必
要
と
す
る

人
（
意
思
疎
通
支
援
事
業
の
利
用
登
録
が

必
要
）
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
貸
し
出
す
た

め
市
役
所
本
庁
に
受
け
取
り
・
返
却
が
で

き
る
人
（
自
身
の
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

も
利
用
可
能
で
す
）

◦
利
用
時
間
＝
平
日
8
時
30
分
～
17
時

（
年
末
年
始
を
除
く
）
※
3
日
前
ま
で
に

申
請
が
必
要

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉

係
（
☎
２
３
・
１
３
３
５
／
O
２
２
・
７

０
９
９
）

令
和
3
年
度 

県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉
給
付
金（
後
期
分
）の
支
給
に
つ
い
て

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

気持ちを話してみませんか

あなたはひとりじゃない

ちょっとだけ

孤独・孤立対策ホームページ

　こころの不調を感じている人は、病
気を認めたくないことや家族に迷惑をか
けたくないなどの理由から、誰にも相談
できないことがあります。健康推進課で
は「心理士によるこころの相談（予約制）」
を行っています。気持ちを少し話してみ
ませんか。
　また、周りの人がいつもと違う様子に
気づいたら、まずは優しく声をかけて
みましょう。「何か元気なさそうだけど、
大丈夫？」一歩の勇気が大切な人の命
を守ります。　
◦問い合わせ＝健康推進課保健指導係

（☎ 23・1352）

県内の相談窓口はこちら

　政府は、孤独や孤立で悩み
を抱える人が支援制度や相談
先を探しやすくなるよう、支援
を求める声が上げやすいよう、孤独・孤立
対策ホームページ「あなたはひとりじゃな
い」を開設しています。孤独や孤立で悩
みを抱えている人はぜひご活用ください。
S https://notalone-cas.go.jp/
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会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３

４
０
）

　

奥
八
女
焚
火
の
森
キ
ャ
ン
プ

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
春
休
み
の
キ
ャ

ン
プ
体
験
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の
技
術

を
専
門
家
か
ら
直
接
学
び
ま
す
。

奥
八
女
の
自
然
の
中
で
遊
び
、
ご

飯
を
作
り
、
焚
火
を
囲
み
、
星
空

を
眺
め
て
、
テ
ン
ト
に
泊
ま
り
ま

す
。
本
格
的
な
キ
ャ
ン
プ
道
具
も

使
え
る
「
春
キ
ャ
ン
」
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

◦
日
程
＝
3
月
28
日
㈪
～
29
日
㈫

す
。
入
賞
者
は
男
女
共
同
参
画
担

当
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
予
定
で

す
。

◦
募
集
テ
ー
マ
＝
「
男
だ
か
ら
」

「
女
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
性
別
役

割
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
性
と

多
様
性
を
尊
重
し
、
自
身
の
可
能

性
を
信
じ
て
誰
も
が
生
き
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
社
会
を
実
現
し
て
い

く
き
っ
か
け
と
な
る
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ

◦
応
募
資
格
＝
15
歳
～
20
歳
（
平

成
14
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
20

年
4
月
1
日
生
）
の
人

◦
応
募
期
限
＝
2
月
25
日
㈮

◦
応
募
方
法
＝
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
入

力
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
み

（
１
泊
２
日
）

◦
募
集
人
数
＝
24
人
（
先
着
）

◦
対
象
者
＝
八
女
市
内
に
居
住
ま

た
は
通
学
す
る
小
学
5
年
生
か
ら

中
学
3
年
生

◦
参
加
費
＝
３
０
０
０
円

◦
募
集
期
間
＝
2
月
16
日
㈬
～

28
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
教
育
課

（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

※
詳
し
く
は
学
校
を
通
じ
て
配
布

す
る
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

内
閣
府
で
は
、
男
女
共
同
参
画

週
間
（
６
月
23
日
～
29
日
）
を

広
く
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集
し
て
い
ま

募
　
集

募
　
集

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と
き

め
き
駐
車
場 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

牛
乳
パ
ッ
ク
の
か
わ
い
い
ペ
ン

立
て
と
、
お
い
し
い
い
ち
ご
大
福

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
自
分
用

や
、
家
族
や
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

◦
日
時
＝
3
月
13
日
㈰
13
時
30

分
～
16
時
30
分

◦
集
合
場
所
＝
げ
ん
き
館
お
お
ぶ

ち◦
参
加
費
＝
一
人
８
０
０
円

◦
定
員
＝
20
人
（
要
予
約
）

※
小
学
生
低
学
年
以
下
の
子
ど
も

の
参
加
は
、
保
護
者
同
伴
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
げ
ん
き

館
お
お
ぶ
ち
（
☎
２
４
・
８
２

１
７
／
Qgenkikanoobuchi@

gm
ail.com

）

◦
日
時
＝
3
月
11
日
㈮
、
25
日 

㈮
17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
生

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
６
０
０
円
▽

　
八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
入
場
制
限

を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す

◦
日
時
＝
2
月
27
日
㈰
９
時
～
12

時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

八
女
軽
ト
ラ
市

ペ
ン
立
て
＆
い
ち
ご
大
福
作
り

も
よ
お
し

も
よ
お
し

　掲載している催し等は、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大を防止するた
め、中止になることも想定されます。市の
催しについては八女市ホームページで確
認、そのほかについてはお問い合わせくだ
さい。催しへの来訪の際はマスクの着用や
検温にご協力ください。

お
知知

ら
せ

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

令
和
４
年
度
「
男
女
共
同
参
画

週
間
」
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　最近「もの忘れが気になる」
と心配している人を対象に簡
単な認知機能の検査と認知
症専門医（筑水会病院）に
よる検診を行います。結果に
応じて相談対応や専門医療
機関の紹介を行います。
◦日時＝ 3 月 16 日㈬ 14 時
～ 16 時（一人１時間程度）
※新型コロナウイルス感染症
対策のため、受付時間を分
けます。詳細は申込後に連絡
します。
◦会場＝おりなす八女
◦参加費＝無料
◦対象者＝おおむね 65 歳以
上の「もの忘れ」が気になる
人で認知症専門医療機関を
受診していない人。
◦定員＝ 10 人
◦申込開始＝ 2 月17日㈭（先
着順。定員になり次第締め切
ります）
◦申込方法＝電話にて受付
◦問い合わせ＝介護長寿課
地域包括支援係 ( ☎２４・９
４６６)

もの忘れ予防検診（八女）
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短
期
子
ど
も
体
操
教
室

春
キ
ャ
ン 

in 

焚
火
の
森

八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル

応募フォーム
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【古墳ウオーク】
　早春の八女丘陵で古墳巡りをしませんか。
丸山塚古墳駐車場からスタートし、周辺の古
墳を岩戸山歴史文化交流館館長が説明しなが
ら 2㎞ほど歩きます。※雨天中止
◦日時＝ 3 月12 日㈯ 10 時～ 12 時
◦集合場所＝丸山塚古墳駐車場
◦コース＝善蔵塚古墳→茶臼塚古墳→鶴見山
古墳→豊福の石人→丸山塚古墳
◦対象者＝小学生以上（小学生は保護者同伴）
◦定員＝ 20 人（先着順）
◦参加費＝ 200 円
◦服装＝動きやすい服装と靴
◦申込方法＝電話またはファクス
※申込受付開始 2 月15 日㈫（月曜日はファク
スのみ受付）

◦申込・問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流館「いわ
いの郷」（☎ 24・3200 ／N24・3210）月曜休館 
※新型コロナウイルス感染拡大状況により、中止や
延期となる場合があります。

　

高
校
中
退
な
ど
で
進
路
が
定

ま
っ
て
い
な
い
若
者
や
保
護
者
か

ら
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

◦
受
付
時
間
＝
毎
週
月
曜
～
土

曜
10
時
～
19
時
（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）

◦
場
所
＝
福
岡
県
筑
紫
総
合
庁

舎◦
内
容
＝
訪
問
・
来
所
相
談
（
要

予
約
）、
電
話
、
メ
ー
ル

◦
相
談
＝
▽
☎
＆
O
０
９
２
・

７
１
０
・
０
５
４
４
▽
Qinfo@

w
akam

ado.net

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
人
権
・
同
和
政

策
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課
（
☎

２
３
・
１
３
１
４
）

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話

で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
准
看
護
科
、
看
護
科

◦
出
願
期
間
＝
2
月
18
日
㈮
ま

で◦
試
験
日
＝
2
月
26
日
㈯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
４
・
５
２
・
７
６
９
８
）

　

ふ
れ
あ
い
農
園
は
、
農
産
物

を
育
て
る
楽
し
さ
、
収
穫
す
る

喜
び
を
実
感
で
き
、
健
康
や
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

体
験
型
農
園
で
す
。
農
業
体
験

を
通
し
て
交
流
を
図
り
、
安
全
・

安
心
な
野
菜
を
栽
培
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◦
申
込
締
切
＝
3
月
11
日
㈮

◦
貸
出
期
間
＝
4
月
1
日
～
3

月
31
日
（
1
年
間
）

◦
期
間
＝
３
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

▽
中
の
井
用
水
路

◦
期
間
＝
３
月
6
日
㈰
～
27
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
第
一
整
備
室
農

林
土
木
係
（
☎
２
３
・１
１
１
９
）

　

4
月
1
日
㈮
か
ら
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
が
八
女
市
総
合
体

育
館
別
館
に
変
わ
り
ま
す
。
利

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
八
女
市
総

合
体
育
館
と
同
じ
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

◦
募
集
区
画
＝
37
区
画
（
１
区

画
20
㎡
）
※
応
募
者
多
数
時
抽

選◦
利
用
料
＝
１
区
画 

6
千
円
／

年◦
貸
出
場
所
＝
べ
ん
が
ら
村
西

側
、
第
一
駐
車
場
横

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
農

業
振
興
課
（
☎
２
３
・１
１
１
８
）

▽
山
の
井
用
水
路

一
　
般

一
　
般

春
季
停
水
の
お
知
ら
せ

「
八
女
市
ふ
れ
あ
い
農
園
」利
用
者

大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学
校
学
生【県境を越えた交流　ー弥生～古墳時代の筑後

地方と周辺地域ー】
　八女市・筑後地方と熊本県・長崎県など周辺
地域との発掘調査出土品を比較することで、そ
れぞれの時代の地域を越えた交流の実態が見え
てきます。今回は、弥生時代～古墳時代の遺跡
や出土品を中心に、八女市と周辺地域の地域間
交流について解説します。　
◦日時＝ 2 月 26 日㈯ 13 時 30 分～ 15 時
◦講師＝檀 佳克（文化振興課）
◦定員＝ 40 人（要事前申込）
◦申込方法＝電話またはファクス
※申込受付開始 2 月 15 日㈫（月曜日はファク
スのみ受付）

「いわいの郷」歴史講座

「いわいの郷」体験イベント

八女市岩戸山
歴史文化交流館
「いわいの郷」

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
八
女
市
総

合
体
育
館
別
館
に
変
わ
り
ま
す

福
岡
県
若
者
自
立
支
援
窓
口
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子育ち支援掲示板３月

子育てインフォメーション

※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

　感染症拡大を予防しながら
実施します。対象者の皆さん
には個別にお知らせします。

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場＝やめっこ未来館
◦日にち・対象＝
3月8日㈫＝10か月児健康診査

（令和3年5月生まれ）
3月16日㈬＝4か月児健康診査

（令和3年11月生まれ）
3月17日㈭＝3歳児健康診査

（平成31年2月生まれ）
3月22日㈫＝1歳6か月児健康
診査（令和2年8月生まれ）

【黒木町・上陽町・矢部村・星野
村の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日にち＝3月15日㈫
◦対象＝1歳6か月児（令和2
年7月と8月生まれ）と3歳児
健康診査（平成31年1月と2月
生まれ）

乳幼児健診 

　離乳食初期（5～6か月児）
の講話を行います。定員12人。
託児もありますが感染症拡大
予防のため、できるだけ保護
者のみでご参加ください。
◦日時＝3月9日㈬10時～12時
※受付9時30分～9時50分
◦会場＝やめっこ未来館
◦持参品等＝筆記用具、4か月
児健診で配布した離乳食冊子

ベビーズクッキング【要予約】

　感染症拡大防止のため、
予約制で実施します。ご希
望の人は問い合わせくださ
い。
◦日時／場所＝3月2日㈬
  9時30分～ 10時30分／や
めっこ未来館
◦持参品等＝母子健康手
帳、フェイスタオル1枚

子育て相談【要予約】

　心理士による個別相談です。
対象者は小学校就学前までの、
成長発達面に不安がある人で
す。予約制のため、ご希望の人
は電話で予約を受け付けていま
す。気軽にご相談ください。

乳幼児心理相談

自然災害や感染症の拡大の状況によっては、延期や中止となる場合がありますので市公式ホームページなどでご確認ください。

子育て支援課こども未来係（やめっこ未来館）（☎ 24・8282）

ご不明な点やお子さんの
発達・発育や育児等に
ついて、心配事やご相談
などがありましたら、子
育て支援課こども未来係

（やめっこ未来館内）☎
24・8282 までご連絡く
ださい。

■4か月さん集まれ（9・10月生まれ）
「産後ヨガ」
◦3/2 ㈬ 10 時～11 時 30 分／
飲み物持参／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦3/4 ㈮、3/18 ㈮ 13時30分～
15時／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「手作りおもちゃ」
◦3/12 ㈯ 10 時～12 時／託児あ
り／要申込
■移動図書館の日
◦ 3/16 ㈬ 10時30 分～11時10 分

■つくろうね

「ひなまつり製作」
◦3/1 ㈫ 10時30分～11時30分／
定員あり／2月26日㈯までに要申込
■スペシャル day

「功二先生と親子エクササイズ」
◦3/6 ㈰ 10時30分～12時／3月
2日㈬までに要申込
■はっぴぃバースデー

「あやちゃんばぁばのお話」
◦3/15 ㈫ 10時30分～11時30分
／3月12日㈯までに要申込

■ほんの森ぶっくるん
◦3/1 ㈫ 10時30分～
移動図書館のバスで本を借りる
ことができます。
■すてきな誕生会♥

「3月生まれの誕生会」
◦3/9 ㈬ 10 時～／誕生月の人をみ
んなでお祝いしませんか。なかよし
文庫のお話など／要申込

■わ・わ・ＷＡ！
「お楽しみ会」
◦3/16 ㈬ 10時～／要申込／詳
細はきらきらまで／参加費 300 円
■すくすく子育て

「親子で3B体操」
◦3/2㈬ 10時30分～／白山三枝子
さんと体操を親子で楽しみましょう／
要申込／詳細はきらきらまで

■ 10:00～13:00
▽長峰保育所2階 3/2 ㈬・3/16 ㈬
▽上陽公民館 3/4 ㈮
▽東公民館 3/11 ㈮
▽かがやき 3/22 ㈫
▽矢部公民館 3/23 ㈬
▽室岡公民館 3/25 ㈮
■ 10:00～16:00
▽出張ひろばトゥインクル
3/3 ㈭、10 ㈭、17 ㈭、24 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）
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ご来場の際は、
マスク着用をお願いします

手指消毒、手洗い、
咳エチケットをお願いします

咳・咽頭痛等の症状がある人、
37.5℃以上の発熱がある人は
入場できません

　

ピアソラ ブエノスアイレスの四季 夏秋冬春：
ドボルジャーク 弦楽セレナーデ ホ長調作品22：



　

市
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
令
和
4
年
1
月
1
日
付

で
次
の
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
（
任
期
は
令
和
6
年
12
月

31
日
ま
で
）。

《
再
任
》
樋
口 

京
子
（
黒
木
中

学
校
区
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
た

ち
で
す
。
基
本
的
人
権
の
擁

護
を
目
的
と
し
て
、
地
域
の

住
民
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
法

務
局
の
人
権
相
談
所
や
市
の

公
共
施
設
等
に
お
い
て
特
設

人
権
相
談
所
（
な
ん
で
も
人

権
相
談
）
を
随
時
開
設
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ

な
た
の
地
域
の
身
近
な
相
談

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。相
談
無
料
。

秘
密
厳
守
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
岡
法
務
局
八
女
支
局

（
☎
２
３・２
６
０
３
）

　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社会貢献広報事
業として、宝くじの受託事業収入を財源とするコミュニティ助成事
業を実施しています。立花町四方堂区では、コミュニティセンター

（四方堂公民館）の建設を宝くじの助成金で実施しました。同施設
は住民の交流促進や地域活動の活性化のために活用されます。

　八女市在住のイラストレーター持田めりさんの作品展が、1
月 4 日㈫～ 14 日㈮に八女伝統工芸館開放工房で行われました。
持田さんの作品は、中国の文化を取り入れるなど個性溢れる作
品で、キャラクターの表情や、自然・建物の色彩や質感が繊細
に描かれています。今回の「雛の里 八女ぼんぼりまつり」のポ
スターとなったひなまつりの原画も展示されました。

yamejinコーナーに掲載した持田さんのインタビュー
記事はこちら（広報八女11月1日号17ページ）

※感染対策を行い、撮影しています。

　JA いちご部会と電照菊部会
が 12 月末に八女市を訪問し、1
年間の報告を行いました。農産
物の PR など支援事業に感謝を
込めて、いちご「博多あまおう」
と八女電照菊の花束をいただき
ました。

コミュニティ助成事業で
コミュニティセンターを建設

JA 各部会から報告が
ありました

幻想的な色彩の世界 ―持田めり作品展―

人
権
擁
護
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています広報八女 2022年［令和4年］2月15日号
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